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「
分
け
入
っ
て
も
分
け
入
っ
て
も
青
い

山
」（
山
頭
火
句
集
「
草
木
塔
」）。

　

山
頭
火
は
現
代
の
芭
蕉
と
言
わ
れ
た
人

で
、
大
正
十
四
年
に
出
家
得
度
し 
托  
鉢 
僧
に

た
く 

は
つ

な
り
旅
を
し
、
昭
和
十
一
年
に
大
峠
を
越
え

て
米
沢
市
に
入
り
田
沢
街
道
の
草
木
塔
を

見
て
い
る
。
岩
手
県
の
平
泉
へ
と
行
く
旅
な

の
だ
が
、
自
選
句
集
に
「
草
木
塔
」
の
表
題

を
つ
け
た
の
は
何
故
だ
ろ
う
。「
一
仏
成
道

観
見
法
界
草
木
国
土 
悉  
皆 
成
仏
」。
山
頭
火

し
っ 

か
い

は
漂
白
の
俳
人
と
言
わ
れ
、「
草
や
木
や
生

き
て
戻
っ
て
茂
っ
て
い
る
」
と
句
を
詠
ん
で

い
る
よ
う
な
事
か
ら
「
草
木
塔
」
と
し
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

草
木
供
養
塔
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
昭
和

二
十
九
年
、
米
沢
市
の
舞
踊
家
佐
藤
忠
蔵
氏

が
初
め
て「
羽
陽
文
化
」の
誌
上
で
発
表
し

て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
年
に
は
北
海
道
を
襲
っ

た
洞
爺
丸
台
風
で
風
倒
木
と
な
つ
た
大
量

の
樹
木
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
、
大
雪
山
層

雲
峡
に「
樹
霊
碑
」が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
そ
の
時
か
ら
七
百
年
も
以
前
に
北
海

道
民
や
ア
イ
ヌ
民
族
に
布
教
し
た
日
持
上

人
の
教
え
で
あ
る
「
諸
仏
皆
歓
喜
現
無
量
神

力
」「
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
」の
影
響
が
あ
っ

て
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

米
沢
藩
は
慶
長
六
年
（
一
六
○
一
年
）
十

一
月
、
白
旗
松
の
植
林
、
木
流
し
に
よ
る
城

下
へ
の 
薪 
供
給
、
山
林
の
保
護
に
力
を
入
れ

た
き
ぎ

た
。
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
年
）
四
月
に
は

藩
内
の
山
林
を
調
査
し
、
松
、
杉
、
雑
木
の

良
く
育
っ
て
い
る
林
を
藩
の
「
御
林
」
と
し

て「
御
林
守
り
」を
置
き
管
理
さ
せ
て
い
る
。

そ
の
後
も
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
年
）、

元
文
四
年
（
一
七
三
九
年
）、
寛
保
二
年

（
一
七
四
二
年
）、宝
暦
四
年（
一
七
五
四
年
）

と
「
御
留
林
」
を
増
や
し
山
林
を
保
護
し
て

き
た
が
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
年
）
二
月

二
十
九
日
の
江
戸
大
火
に
よ
り
桜
田
、
麻
布

の
上
杉
藩
の
両
藩
邸
が
類
焼
し
た
際
、
そ
の

再
建
に
多
く
の
「
御
林
」
が
使
わ
れ
た
。
現

在
の
西
置
賜
地
方
か
ら
は
柱
材
二
千
二
百

本
、
板
百
五
十
間
分
、
さ
ら
に
米
沢
市
の
田

沢
地
区
の
山
か
ら
は
藩
の
家
老
自
ら
が
藩

士
や
地
元
民
と
一
緒
に
な
っ
て
会
津
〜
津

川
〜
新
潟
港
〜
江
戸
へ
木
材
等
を
運
ん
だ
。

そ
の
よ
う
な
事
が
草
木
塔
建
立
の
要
因
と

な
っ
た
。

　

米
沢
市
の
花
沢
地
区
六
部
に
は
草
木
供

養
塔
の
建
立
さ
れ
た
安
永
九
年
（
一
七
八
○

年
）
よ
り
百
二
十
四
年
も
前
に
、
高
さ
三　

を
超
え
る
巨
大
な
塔
が
あ
り
、
碑
文
に
「
草

木
国
土
皆
悉
成
仏
」
の
経
文
が
見
ら
れ
た
。

全
国
六
十
六
カ
国
を
回
教
す
る
六
部
の
行

人
も
、
北
海
道
住
民
や
ア
イ
ヌ
民
族
も
、
田

沢
の
人
た
ち
も
、
み
な
同
じ
思
い
だ
っ
た
よ

う
だ
。

　

動
物
は
、
歩
き
、
飛
び
、
泳
ぎ
、
音
を
出

し
話
し
た
り
鳴
い
た
り
す
る
。
そ
れ
は
、
草

木
に
は
出
来
な
い
事
だ
。
だ
が
、
草
木
な
く

し
て
動
物
は
生
き
て
い
け
な
い
。
鳥
や
虫
や

魚
も
…
。
だ
か
ら「
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
」と

 
釈  
迦  
如  
来 
の
教
え
と
し
て
法
華
経
に
示
し

し
ゃ 

か 

に
ょ 

ら
い

て
あ
る
の
だ
。
ま
た
、
世
界
各
国
に
見
ら
れ

る「
御
神
木
」の
樹
霊
信
仰
と
相
ま
っ
て
、草

木
供
養
塔
が
安
永
九
年
建
立
の
二
基
か
ら

吾
妻
山
系
の
小
樽
川
、綱
木
川
、刈
安
川
、梓

川
沿
い
、
さ
ら
に
犬
川
沿
い
に
建
立
さ
れ
、

そ
の
五
十
年
ほ
ど
後
に
飯
豊
山
系
の
白
川

沿
い
木
流
し
の
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
に
建
立

さ
れ
た
。
草
木
塔
は
類
似
塔
も
含
め
る
と
現

在
、
県
内
に
百
二
十
二
基
、
置
賜
地
方
だ
け

で
九
十
基
あ
る
。
こ
の
う
ち
藩
政
時
代
に
建

立
さ
れ
た
も
の
は
米
沢
市
内
に
十
七
基
、
川

西
町
に
十
一
基
、
飯
豊
町
に
五
基
、
南
陽
市

に
二
基
が
あ
り
、
発
祥
の
地
の
田
沢
地
区
に

は
十
基
あ
る
。

　

二
十
世
紀
の
後
期
に
は
高
度
経
済
成
長

と
共
に
地
球
の
資
源
や
環
境
に
変
化
が
起

こ
り
、
酸
性
雨
に
よ
る
樹
木
の
枯
死
、
生
物

へ
の
悪
影
響
等
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
自

然
保
護
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
人
類

で
初
め
て
宇
宙
を
飛
ん
だ
ガ
ガ
ー
リ
ン
は

「
地
球
は
青
か
っ
た
」
と
言
っ
た
。
水
や
緑

の
大
切
さ
が
見
直
さ
れ
、
草
木
塔
に
も
関
心

が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
草
木
供
養

塔
が
建
立
さ
れ
た
原
点
に
帰
り
、
計
画
的
に

植
樹
、
手
入
れ
を
し
、
自
然
と
人
と
が
共
生

で
き
る
行
政
が
必
要
と
な
る
。

置
賜
は　

く
に
の
ま
ほ
ろ
ば　

菜
種
咲
き

青
葉
し
げ
り
て　

雪
山
も
見
ゆ

結
城
哀
草
果
詠　

　

明
治
十
一
年
七
月
、
置
賜
を
通
っ
た
イ
ギ

リ
ス
の
女
性
旅
行
家
イ
ザ
べ
ラ
・
バ
ー
ド
が

「
日
本
奥
地
紀
行
」
で
置
賜
を
「
ア
ジ
ア
の

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
（
桃
涙
郷
）」
と
賞
賛
し
て

い
る
。
こ
の
自
然
豊
か
な
故
郷
を
守
り
、
次

世
代
に
渡
す
の
が
我
々
の
使
命
で
あ
る
。

（
米
沢
市
東
二
丁
目
二
―
十
四
）

草 木 塔 の 心

藤巻　光司

メ
ー

ト
ル
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